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れたSLCO2A1遺伝子のバリアントとエピジェネティクス変化の関与,第49回日本小児栄養消化器肝臓学会 京王プラザホテル　東京　2022.9.30

国内学会発表 5
江口 英孝, 新井 正美, 堀本 義哉, 岡崎 康司, 齊藤 光江,幼児期に全身放射線被曝を受けた若年男性乳癌患者の正常皮膚におけるBRCA1体細胞欠失,第81回日本癌学会学術総会 パシフィコ横

浜 横浜 2022.9.30

国内学会発表 6
岡崎敦子、新田和広、八塚由紀子、杉浦歩、荒尾正人、志村優、海老原知博、小貫孝則、市本景子、大竹明、村山圭、岡崎康司,ミトコンドリア病患者におけるシングルセルレベルでのミトコンドリアDNAヘ

テロプラスミー分布の不均一性,第95回日本生化学会大会, 名古屋, 2022.11.9-11、国内、ポスター・口頭

国内学会発表 7
Watanabe C, Osaka H, Watanabe M, Miyauchi A, Jinbo E, Kishita Y, Okazaki Y, Murayama K, Ohtake A, Yamagata T,The Redox State of Coenzyme Q10 in 

Mitochondrial Disease Patients,第63回日本先天代謝異常学会学術集会/第18回アジア先天代謝異常症シンポジウム，2022.11.24-26，国内，口演

国内学会発表 8
Onuki T, Sugiyama Y, Ebihara T, Shimura M, Fushimi T, Ichimoto K, Tsuruoka T, Ohtake A, Okazaki Y, Murayama K,Mitochondrial diseases associated with AIFM1 

mutations, including heterozygous female,第63回日本先天代謝異常学会学術集会/第18回アジア先天代謝異常症シンポジウム，2022.11.24-26，国内，口演

国内学会発表 9
海老原知博，鶴岡智子，長友太郎，杉山洋平，小貫孝則，志村　優，市本景子，伏見拓矢，岡﨑康司，村山　圭,新生児における臨床像の定量化を主としたミトコンドリア病判定基準の有用性の

検討,第63回日本先天代謝異常学会学術集会/第18回アジア先天代謝異常症シンポジウム，2022.11.24-26，国内，ポスター

国内学会発表 10

Kishita Y, Sugiura A, Onuki T, Ebihara T, Matsuhashi T, Shimura M, Fushimi T, Ichino N, Nagatakidani Y, Nishihata H, Nitta KR, Yatsuka Y, Imai-Okazaki A, Yibo W, 

Osaka H, Ohtake A, Murayama K, Okazaki Y,Validation and diagnosis of novel variants of mitochondrial diseases associated with the ECHS1 gene,CVMW2022,心血管代

謝週間、2022.12.16-17,東京,国内,口演

国内学会発表 11
木下 善仁、新田 和広、八塚 由紀子、岡崎 敦子、杉浦 歩、伏見 拓矢）、大道 納菜子、大竹 明、村山 圭、岡﨑 康司,マルチオミクス解析から明らかにしたAlu配列の介在した遺伝子異常,第67回日

本人類伝学会大会 パシフィコ横浜 横浜2022.12.14-17

国内学会発表 12
岡崎 敦子、新田 和広、八塚 由紀子、杉浦 歩、荒尾 正人、志村 優、海老原 知博、小貫 孝則、市本 景子、大竹 明、村山 圭、岡﨑 康司,MELAS患者におけるシングルセルレベルでのミトコンドリア

DNAヘテロプラスミー測定の有用性,第67回日本人類伝学会大会 パシフィコ横浜 横浜2022.12.14-17

国内学会発表 13
大道 納菜子、新田 和広、八塚 由紀子、仲間 美奈、寺澤 厚志、小林 瑛美子、笹井 英雄、大竹 明、村山 圭、岡﨑 康司、木下 善仁,ミトコンドリア病疑いの未解決症例を対象とした全ゲノム解析と

RNAシーケンスによるITPA遺伝子異常の同定,第67回日本人類伝学会大会 パシフィコ横浜 横浜2022.12.14-17

国内学会発表 14
佐藤 はづき、難波 聡、志食 絵理、鶴岡 恵、原嶋 宏子、上村 のぞみ、味原 さや香、武者 育麻、八塚 由紀子、岡﨑 康司、村山 圭、水野 洋介、沼倉 周彦、亀井 良政、大竹 明,ミトコンドリア病の出

生前診断報告と着床前遺伝学的検査に向けた取り組み,第67回日本人類伝学会大会 パシフィコ横浜 横浜2022.12.14-17

国内学会発表 15
八塚由紀子、木下 善仁、新田和広、小貫孝則、杉山洋平、伏見拓矢、大竹明、村山圭、岡﨑康司,RNAシーケンスから明らかになった7番染色体部分欠失を伴うSengers症候群の一症例,第67回日

本人類伝学会大会 パシフィコ横浜 横浜2022.12.14-17

国内学会発表 16
伊藤 夏希, 工藤 孝広, 柏木 項介, 徳島 香央里, 時田 万英, 新井 喜康, 佐藤 真教, 関口 玲子, 宮田 恵理, 北村 裕梨, 幾瀬 圭, 神保 圭佑, 清水 俊明, 江口 英孝, 岡﨑 康司,小児期発症炎

症性腸疾患におけるDNAメチル化によるSLCO2A1遺伝子の発現抑制の関与,第67回日本人類伝学会大会 パシフィコ横浜 横浜2022.12.14-17

国内学会発表 17 岩佐宏晃, 前田健吾, 堀岡希衣, 三宅克也, 松本征仁, 安田和基, 西村渉  膵島内における成熟膵β細胞のサブタイプとその局在の解析 第65回日本糖尿病学会 2022年5月12日 神戸

国内学会発表 18 Matsumoto M, Nishimura K, Endo H, Okazaki Y. Cell Fate Reprogramming of Somatic Cells toward Type 1 Diabetes. シングルゲノミクス研究会 京都市  2022年 8月31日

国内学会発表 19
Matsumoto M. Role of vascular network in development and pathogenic regeneration of pancreatic endocrine cells. 第45回日本分子生物学会年会 ワークショップ 口頭発表 

3PW-16「生体組織の形成・再生・恒常性維持とその破綻における血管の新たな機能」 千葉市(幕張) Dec.2nd 2022



国内学会発表 20
Matsumoto M, Nishimura K, Okubo M, Okazaki Y. Role of vascular network in development and pathogenic regeneration of pancreatic endocrine cells. 第45回日本分子

生物学会年会 ポスター発表　千葉市(幕張) Dec.2nd 2022

国内学会発表 21 杉浦歩、藤森俊彦、岡﨑康司、発生過程におけるペルオキシソーム動態、第95回日本生化学会年会、名古屋、2022年11月9日

国内学会発表 22
佐々木 律子, 呉林 なごみ, 江口 英孝, 堀本 義哉, 志賀 孝宏, 宮崎 彩記子, 樫山 拓, 赤松 和土, 齊藤 光江, 患者iPS細胞由来心筋細胞モデルを用いたTrastuzumab心毒性発現メカニズムの解

明, 第30回日本乳癌学会総会 パシフィコ横浜 横浜 2022.7.2

国内学会発表 23
秋庭 崇人, 池野 充, 乃木田 正俊, 北村 裕梨, 安部 信平, 江口 英孝, 清水 俊明, Menke-Hennekam症候群とRubinstein-Taybi症候群における大脳白質病変の検討, 第64回日本小児神経

学会学術集会 Gメッセ群馬　高崎2022.6.4

国内学会発表 24 武田 翔, 池野 充, 江口 英孝, 嶋 泰樹, 中澤 友幸, 清水 俊明, CEP85L遺伝子変異による後頭部滑脳症の1例, 第58回日本小児放射線学会学術集会 J:COM 浦安音楽ホール 浦安　2022.6.4

国内学会発表 25
田中里佳､ 藤村　聡､ 藤井美樹､ 平野理恵､ 西貝　燕、姜　森､ 古川聖美、有田佳代、水野博司. 自家末梢血生体外培養単核球細胞製剤がもたらす創傷治療効果と薬理作用. 第21回日本再生

医療学会総会,web,2022年3月17日-19日

国内学会発表 26
田中里佳､ 藤井美樹､ 藤村　聡､ 平野理恵､ 姜　森､ 古川聖美､ 水野博司. 膠原病性虚血性潰瘍の治癒を目指す新たな細胞治療法の開発. 第14回日本創傷外科学会総会・学術集会,神

戸,2022年7月14日-15日

国内学会発表 27
田中里佳､ 藤井美樹､ 藤村　聡､ 平野理恵､ 姜　森､ 古川聖美､ 萩原裕子､ 水野博司. 生体外増幅培養末梢血単核球細胞による創傷再発予防と神経再生の可能性. 第14回日本創傷外科学会

総会・学術集会,神戸,2022年7月14日-15日

国内学会発表 28
田中里佳. CLTIに対する自己末梢血単核球生体外増幅培養細胞（MNC-QQ）移植の開発. 第30回日本心血管インターベション治療学会学術集会（CVIT2022）,横浜(Hybrid), 2022年7月

21日-23日

国内学会発表 29 藤井美樹、田中里佳、福田太郎、水野博司. CLTIに対する自己末梢血単核球生体外培養増幅細胞治療について. 第32回神戸Podiatryミーティング,web,2022年3月5日

国内学会発表 30
Jiang S, Ito-Hirano R, Nishikai-Shen T-Y, Fujimura S, Mizuno H,Tanaka R. Effect of MNC-QQ cells on migration of human dermal fibroblast in diabetic condition. 第31

回日本形成外科学会基礎学術集会,岡山,2022年10月13日-14日

国内学会発表 31
國府 涼香、倉谷 太豪、高橋 優花、大野 詩歩、真鍋 法義、清水 弘樹、千葉 靖典、伝田 香里、築地 信、入村 達郎、山口 芳樹, MUC1糖ペプチドと抗MUC1抗体MY.1E12の相互作用解析,  日

本薬学会第142年会, オンライン開催, 2022年3月26日

国内学会発表 32
吉田 昌宏、稲垣 優希、人見 祐基、奥 輝明、伝田 香里、入村 達郎、築地 信, 腫瘍関連糖鎖抗原を認識する抗体の可変部遺伝子配列の決定と人工抗体の作製, 日本薬学会第142年会, オンライ

ン開催, 2022年3月28日

国内学会発表 33
新井正美. 遺伝性腫瘍の多遺伝子パネル検査にて見出された浸透率の低い遺伝子の病的バリアント【遺伝カウンセリング・ジレンマセッション】第４６回日本遺伝カウンセリング学会学術集会.東京.2022年7

月2日.

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年月日等 国際共同

特別講演・

招待講演
1

Matsumoto M, Okazaki Y.　A novel approach for reating beta cells toward type 1 diabetes. European Endocrinology and Diabetes, Aug. 23th Plenary speaker, webinar

招待講演 Aug.23 2022　(webinar)

特別講演・

招待講演
2 八塚由紀子, ミトコンドリア病の遺伝子診断UP to Date（尿の有用性も含めて）, 第6回ミトコンドリア病研究公開フォーラム, 東京, 2022年2月

特別講演・

招待講演
3 江口英孝, 遺伝性腫瘍のパネル診断, 第25回東北家族性腫瘍研究会学術集会, オンライン開催, 2022年2月5日

特別講演・

招待講演
4 田中里佳. 再生医療がもたらすこれからの医療を考えよう. 中高生向けwebイベント「再生医療は社会に向けてどのような発信をすればよいのか」考える, web, 2022年3月21日



特別講演・

招待講演
5 水野博司. 再生医療における世界の動向と美容医療における再生医療の現状と影. 第144回日本美容外科学会学術集会, 有明,2022年6月25日

特別講演・

招待講演
6 田中里佳. 再生医療ってどこまでできるの？ TOPIC2022,web, 2022年7月7日-9日

区分 番号 発明者名, 発明の名称, 出願番号 国際共同

知的財産権の出願・

取得等
1

八塚由紀子, 早乙女秀雄, 美野輪治, 土田勝晴, 岡﨑康司, 得能寿子, 大紘太朗, 篠塚啓,培養細胞シートおよびその製造方法、化合物または薬物の評価方法、並びに培養細胞シートの品質評価方

法,P210341（2022）

知的財産権の出願・

取得等
2

早乙女秀雄, 美野輪治, 土田勝晴, 八塚由紀子, 岡﨑康司, 得能寿子, 大紘太朗, 篠塚啓,積層心筋細胞シート付細胞培養基材およびその製造方法、並びに生体移植用正常心筋細胞シートの評価

方法,P220072（2022）

知的財産権の出願・

取得等
3 松本征仁 岡﨑康司 菅原泉 膵内分泌細胞の製造方法、及び分化転換剤 国内権利化 第7072279号　登録日2022年5月12日

知的財産権の出願・

取得等
4  Masahito Matsumoto, Yasushi Okazaki, Izumi Sugahara. Pancreatic endocrine cells and trans-differentiation agent. 米国　権利化 US11,449,140 登録日2022年11月15日

知的財産権の出願・

取得等
5 松本征仁 岡﨑康司 菅原泉 膵内分泌細胞の製造方法、及び分化転換剤 中国　CN 2016800062837.6 　権利化 CN 108431212 B 登録日2022年3月8日

知的財産権の出願・

取得等
6 赤澤智宏、服部正平、久松大介、服部信孝、須田亙、緒方勇亮、朝田隆、神経変性疾患のリスク判定方法、特願2022-149488

知的財産権の出願・

取得等
7

入村達郎、藤平陽彦、永井（伝田）香里、齊藤光江、堀本義哉、佐々木律子、野地美樹、鈴木和宏、赤塚淳一、小野健一郎、西田志陽、松浦勝久、清水達也, 抗HER2抗体及びこれを含有する医

薬組成物, PCT/JP2022/011687


